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　本校は昨年度も学生ボランティアを受け入れ
ており、学習指導に非常に有効であったと聞き、
今年度もお願いすることになりました。
　本校には、日本語の理解が不十分な児童や学
習支援を必要とする児童がいて、手厚い支援を
必要としており、本年度は３名のボランティア
を派遣していただきました。
　週１回、阿見さん（教育学部）には４～６年
の算数を、松田さん（国際学部）にはタガログ
語を交えて１，５年児を、小向さん（国際学部）
にはスペイン語を交えて１，３年児の学習支援に
入っていただきました。
　松田さんは、算数の支援で既習事項の習得が
不十分な５年の男児に十分な理解をさせたいと、
個別支援を申し出てくださいました。担任と話
し合い、男児だけではなく、学習支援を必要と
している児童も見てくださり、大変助かってい
ます。
　小向さんには、日本語がほとんど理解できて
いない１年の女児に途中から日本語学習を中心
に個別指導をお願いしました。小向さんは、コ
ミュニケーションをとるために、一緒に給食を
食べたこともあり、女児も小向さんを頼るよう
になっていきました。
　学生ボランティアをお願いして、一人一人に
合った支援が行えたことだけでなく、学生自ら
がその子のために必要だと思ったことを進んで
行っていただいたことに大変感謝しています。
来年もさらに多くの学生の力をお借りできれば
と思っています。
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　グローバル化が進み、外国人の存在が身近に
なり、相互理解においては「相手と同じ目線で
考える」「相手の立場に立ってみる」ことが大切
なことだと考えます。しかし、相手の「目線・
立場」を本当に理解していなければ、交流は進
みません。日本人にとっての当たり前、外国人
児童生徒にとっての当たり前、教師にとっての、
私たち学生にとっての…それぞれの当たり前は
違うのだと私は考えます。
　私は、ＨＡＮＤＳプロジェクトに参加し、昨
年の５月から矢板市立片岡小学校で、小学校５
年生の男児とその妹の小学校１年生の女児の支
援をしています。兄はかけ算・割り算が苦手の
ようで手こずっています。言語面では特に問題
がないように見えますが、先生から受けている
注意やノートのとり方などから、きちんと理解
していない部分があるように感じました。妹は、
学校に入学したばかりということもあり、初め
はひと言も言葉を発しませんでした。だんだん
慣れてきて私に笑顔を見せるようになり、問い
かけに応じるようになりました。沈黙期を経て、
言葉数が増えていきましたが、友だち、先生か
らの問いかけには口をつぐんでしまう状態でし
た。半年ほど経った頃、ある日突然、家族のこ
